
１１
月月
１１３３
日日
（（
土土
））
、、
新新
潟潟
市市
万万

代代
シシ
ルル
ババ
ーー
ホホ
テテ
ルル
にに
おお
いい
てて

現現
役役
のの
新新
潟潟
連連
協協
支支
部部
四四
役役
５５７７

名名
、、
並並
びび
にに
新新
潟潟
連連
協協
退退
職職
者者
のの

会会
３３２２
名名
、、
合合
計計
８８９９
名名
のの
参参
加加
にに

よよ
りり
「「
みみ
らら
いい
研研
合合
同同
政政
治治
学学
習習

会会
」」
をを
開開
催催
しし
まま
しし
たた
。。

冒冒
頭頭
、、
新新
潟潟
連連
協協
福福
井井
議議
長長
のの

ああ
いい
ささ
つつ
のの
後後
、、
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
組組
織織

内内
柴柴
慎慎
一一
参参
議議
院院
議議
員員
かか
らら
新新

潟潟
連連
協協
のの
先先
輩輩
方方
へへ
参参
議議
院院
選選

挙挙
のの
御御
礼礼
がが
ああ
っっ
たた
後後
、、
◉◉
自自
民民

党党
にに
よよ
るる
裏裏
金金
問問
題題
◉◉
２２
００
２２

４４
春春
闘闘
をを
取取
りり
まま
くく
情情
勢勢
◉◉
郵郵

政政
事事
業業
のの
現現
状状
とと
今今
後後
のの
課課
題題

等等
にに
つつ
いい
てて
国国
政政
報報
告告
をを
受受
けけ

まま
しし
たた
。。

続続
いい
てて
、、
新新
潟潟
連連
協協
退退
職職
者者
のの

会会
山山
田田
会会
長長
かか
らら
講講
師師
紹紹
介介
とと

学学
習習
会会
開開
催催
のの
経経
緯緯
のの
説説
明明
をを

含含
めめ
たた
ああ
いい
ささ
つつ
がが
ああ
りり
、、
そそ
のの

後後
、、
中中
央央
労労
福福
協協
山山
本本
講講
師師
にに
よよ

るる
政政
治治
学学
習習
のの
講講
演演
をを
約約
８８００
分分

間間
にに
わわ
たた
りり
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。

テテ
ーー
ママ
はは
「「
ルル
ビビ
ココ
ンン
川川
をを
渡渡

りり
切切
らら
なな
いい
たた
めめ
にに
！！
～～
我我
々々

はは
どど
うう
いい
うう
時時
代代
をを
生生
きき
てて
いい

るる
のの
かか
／／
ここ
のの
国国
はは
独独
立立
国国

かか
？？
「「
異異
形形
のの
国国
」」
日日
本本
、、
歴歴
史史

にに
学学
ぼぼ
うう
～～
」」
とと
いい
うう
戦戦
後後
かか
らら

現現
在在
にに
至至
るる
世世
界界
情情
勢勢
、、
並並
びび
にに

【【山山田田会会長長ああいいささつつ】】

【【政政治治学学習習会会：：中中央央労労福福協協山山本本講講師師】】【【国国政政報報告告：：柴柴参参議議院院議議員員】】

現現
状状
のの
日日
本本
のの
軍軍
備備
状状
況況
なな
どど

をを
俯俯
瞰瞰
しし
たた
内内
容容
でで
しし
たた
。。

終終
了了
後後
のの
アア
ンン
ケケ
ーー
トト
調調
査査

でで
はは
（（
１１
））
講講
演演
内内
容容
のの
どど
のの
課課

題題
にに
興興
味味
やや
関関
心心
をを
持持
ちち
まま
しし

たた
かか
、、
にに
つつ
いい
てて
はは
「「
・・
大大
変変
にに

興興
味味
深深
いい
講講
演演
内内
容容
でで
ああ
りり
、、
今今

後後
日日
本本
のの
平平
和和
のの
ああ
りり
方方
にに
つつ

いい
てて
関関
心心
をを
もも
っっ
たた
。。
・・
自自
分分
でで

もも
色色
々々
調調
べべ
てて
いい
きき
たた
いい
。。

・・
平平
和和
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
るる
時時
間間

とと
なな
っっ
たた
。。
・・
戦戦
争争
をを
知知
らら
なな
いい

世世
代代
にに
伝伝
ええ
てて
いい
かか
なな
けけ
れれ
ばば

なな
らら
なな
いい
とと
思思
っっ
たた
。。
」」

（（
２２
））
講講
演演
内内
容容
やや
運運
営営
なな

どど
全全
体体
のの
意意
見見
をを
おお
聞聞
かか
せせ
くく

だだ
ささ
いい
、、
にに
つつ
いい
てて
はは
「「
・・
講講
演演

内内
容容
もも
大大
変変
良良
くく
、、
もも
っっ
とと
頻頻
繁繁

にに
開開
催催
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。
・・
講講
演演
時時

間間
がが
不不
足足
しし
てて
いい
たた
のの
でで
はは
。。
」」

なな
どど
概概
ねね
好好
評評
でで
しし
たた
。。

退退
職職
者者
のの
会会
参参
加加
者者
はは
もも
とと

よよ
りり
、、
現現
役役
世世
代代
かか
らら
もも
多多
くく
のの

意意
見見
やや
感感
想想
がが
ああ
りり
、、
軍軍
備備
のの
現現

状状
やや
平平
和和
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
ささ
せせ

らら
れれ
るる
有有
意意
義義
なな
講講
演演
でで
ああ
っっ

たた
とと
受受
けけ
止止
めめ
てて
いい
まま
すす
。。

日日
本本
がが
将将
来来
にに
わわ
たた
りり
、、
「「
ルル

ビビ
ココ
ンン
川川
をを
渡渡
りり
切切
らら
なな
いい
たた

めめ
にに
！！
」」
、、
私私
たた
ちち
がが
今今
なな
すす
べべ

きき
ここ
とと
はは……

考考
ええ
てて
いい
かか
なな
けけ

れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

！！！！！！！！

慶事 月 お名前 支部 月 お名前 支部 ご逝去日

塚 田 達 夫 新潟 水 沢 康 裕 中越 ４日

中 川 久 无 佐渡 難 波 正 春 下越 １１日

阪 井 喜 雄 新津 村 山 政 良 新津 １１日

荒 川 繁 小 林 柾 治 上越 １２日

伊 藤 晋 富 河 村 勝 魚沼 １２日

石 塚 祐 子 田 中 一 利 魚沼 １８日

山 本 敏 昭 佐渡 阿 部 康 中越 ２２日

小 林 和 栄 新津 細 野 健 治 上越 ２３日

長 沢 康 一 中 村 清 上越 ２７日

高 橋 末 男 関 谷 芳 訓 上越 ２８日

今 井 瀧 雄 落 合 省 吾 新津 ３１日

佐 藤 正 敏 稲 葉 正 夫 中越 １日

保 科 正 孝 仲 林 正 之 上越 １０日

星 秀 男 佐 藤 富 士 弥 新津 １２日

片 田 正 一 山 下 正 雄 中越 １２日

溝 口 成 三 栗 原 一 郎 新津 １３日

広 川 栄 一 平 沢 誠 吾 三条 １４日

水 島 広 夫 佐 藤 文 哉 新津 １５日

今 井 亮 敬 星 太 嘉 雄 中越 １６日

渋 谷 喜 美 男 牧 野 貞 五 郎 新潟 １９日

阿 部 誠 一 下越 齋 藤 和 雄 下越 ２４日

金 子 良 雄 中越 渡 辺 信 一 西蒲原 ２４日

番 場 一 男 魚沼 小 林 節 子 新津 ２６日

小 林 正 義 高 橋 和 子 新潟 ４日

丸 山 輝 男 媚 山 政 治 新潟 ５日

西 脇 与 四 郎 新潟 ５日

月 お名前 支部 小 山 昭 二 上越 ２０日

斉 藤 誠 一 上越 山 崎 重 信 上越 ２２日

牧 野 茂 夫 西蒲原

１月 星 野 淳 中越

１２月

1月

２月

新潟

中越

魚沼

上越

三条

新潟

喜喜
　
　
　
寿寿

１２月

上越

１２月

１月

２月

新
規
加
入

おお悔悔ややみみ申申しし上上げげまますす

◆
元
日
の
能
登
半
島
地
震
、

２
日
の
日
航
機
と
海
保
機
の

衝
突
。
自
然
界
の
大
地
震
と

技
術
の
結
集
の
大
事
故
で
幕

が
明

け

た
。
何

時

何
処

で
、

何
が
起
こ
る
か
全
く
予
測
で

き
な
い
こ
と
を
改
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
た
。

◆

一

方
、

自

民

党

の

パ
ー

テ
ィ
券
の
裏
金
に
関
す
る
政

治
倫
理
審
査
会
。
３
月
１
４

日
現
在
、
９
名
の
弁
明
と
質

疑
が
行
わ
れ
た
が
「
知
ら
ぬ

存

ぜ

ぬ
」
、
「

私

は

潔

白
」

な
ど
と
誰
も
が
事
前
に
予
想

で

き

る

ほ

ど

の

茶

番

劇

で

あ
っ
た
。

◆
予
測
も
予
想
も
で
き
な
い

ほ
ど
期
待
が
大
き
く
膨
ら
む

の
が
今
年
の
大
リ
ー
グ
大
谷

翔
平
選
手
。
一
部
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
囁
か
れ
て
い
る
三
冠

王
と
盗
塁
王
と
い
う
途
方
も

な
い
活
躍
も
満
更
、
夢
物
語

で
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

◆
さ
て
、
予
測
す
る
こ
と
で

は
な
く
計
画
を
予
定
通
り
進

め
て
い
く
案
件
。
来
年
夏
に

迫

っ

た

第

２

７

回

参

議

院

「

小

沢

ま

さ

ひ

と
」

選

挙
。

後
援
会
加
入
者
は
会
員
本
人

と
紹
介
者
２
名
で
最
低
３
名
。

喫
緊
に
集
約
し
、
そ
の
上
で

何
度
も
名
前
を
浸
透
さ
せ
、

お
願
い
を
繰
り
返
し
加
入
票

を
固
め
て
い
く
こ
と
。
私
た

ち
の
今
年
か
ら
来
年
に
か
け

て
の
任
務
で
あ
り
、
こ
こ
で

は
当
落
の
予
想
や
予
測
は
通

用
し
な
い
。
地
道
に
愚
直
に

凡
事
を
徹
底
す
る
だ
け
。

雑雑

感感

※※俳俳句句・・短短歌歌・・川川柳柳等等のの「「投投稿稿ココーーナナーー」」はは紙紙面面

のの都都合合上上、、「「夏夏」」号号にに掲掲載載ししまますす。。

（1）第 39 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 4 月 1 日 （6）第 39 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 4 月 1 日
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春



園園
児児
はは
大大
人人
とと
違違
っっ
てて
素素
直直
でで
すす
かか
らら

私私
にに
とと
っっ
てて
、、
送送
迎迎
のの
時時
間間
帯帯
はは
楽楽
しし
いい

ひひ
とと
時時
でで
もも
ああ
りり
まま
すす
。。

冬冬
季季
間間
のの
スス
キキ
ーー
でで
はは
、、
火火
・・
水水
・・
木木
・・

金金
曜曜
日日
はは
、、
小小
中中
学学
生生
のの
イイ
ンン
スス
トト
ララ
クク

タタ
ーー
とと
しし
てて
、、
まま
たた
、、
土土
日日
はは
、、
スス
タタ
ッッ

フフ
とと
しし
てて
勤勤
めめ
てて
いい
まま
すす
。。
指指
導導
しし
たた
生生

徒徒
かか
らら
もも
らら
うう
おお
礼礼
状状
をを
見見
るる
度度
、、
体体
力力

でで
子子
供供
たた
ちち
にに
負負
けけ
なな
いい
よよ
うう
奮奮
起起
しし

てて
いい
まま
すす
。。

ここ
んん
なな
多多
忙忙
なな
私私
でで
すす
がが
、、
最最
大大
のの
趣趣

味味
はは
ツツ
ーー
リリ
ンン
ググ
でで
すす
。。
２２
００
１１
７７
年年

（（
北北
海海
道道

日日
間間
））
、、
２２
００
１１
８８
年年
（（
四四

国国
八八
十十
八八
ヵヵ
所所
巡巡
りり

日日
間間
））
、、
２２
００
１１

９９
年年
（（
北北
海海
道道

日日
間間
））
、、
そそ
のの
後後
、、
予予

定定
しし
てて
いい
たた
地地
方方
はは
ココ
ロロ
ナナ
のの
影影
響響
でで

すす
べべ
てて
ボボ
ツツ
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。

今今
はは
ツツ
ーー
リリ
ンン
ググ
がが
でで
きき
なな
いい
期期
間間

のの
スス
トト
レレ
スス
もも
溜溜
まま
りり
限限
界界
にに
近近
づづ
いい

てて
いい
まま
すす
。。
愛愛
車車
のの
「「
ＧＧ
ＬＬ

（（

のの
二二
輪輪
ババ
イイ
クク
））」」
もも
泣泣
いい
てて
いい
るる
のの
でで
、、

今今
年年
ここ
そそ
はは
、、
何何
がが
何何
でで
もも
出出
かか
けけ
るる
決決

意意
をを
固固
めめ
てて
いい
まま
すす
。。

ツツ
ーー
リリ
ンン
ググ
がが
私私
にに
とと
っっ
てて
はは
、、
農農
業業

はは
別別
とと
しし
てて
、、
どど
んん
なな
会会
議議
よよ
りり
もも
優優
先先

すす
べべ
きき
行行
事事
でで
すす
。。
夢夢
はは
死死
ぬぬ
まま
でで
にに
ババ

イイ
クク
でで
日日
本本
全全
国国
制制
覇覇
をを
成成
しし
遂遂
げげ
るる

ここ
とと
でで
すす
。

昨昨
年年
４４
月月
にに
山山
本本
前前
会会
長長
かか
らら
ババ
トト
ンン

をを
引引
きき
継継
ぎぎ
、、
佐佐
渡渡
支支
部部
退退
職職
者者
のの
会会
のの
会会

長長
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。
現現
在在
、、
携携
わわ
っっ
てて
いい
るる

仕仕
事事
をを
紹紹
介介
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
くく
とと
、、
まま
ずず
、、

農農
業業
をを
中中
心心
にに
地地
域域
のの
役役
員員
、、
保保
育育
園園
ババ
スス

のの
送送
迎迎
運運
転転
手手
、、
冬冬
はは
スス
キキ
ーー
場場
のの
イイ
ンン
スス

トト
ララ
クク
タタ
ーー
なな
どど
、、
郵郵
便便
局局
にに
勤勤
務務
しし
てて
いい

たた
現現
役役
のの
頃頃
よよ
りり
忙忙
しし
いい
毎毎
日日
をを
過過
ごご
しし

てて
いい
まま
すす
。。 

農農
業業
はは
高高
齢齢
化化
にに
よよ
りり
作作
業業
環環
境境
のの
良良

いい
田田
圃圃
はは
やや
るる
人人
もも
いい
まま
すす
がが
、、
条条
件件
のの
悪悪

いい
田田
圃圃
はは
、、
私私
にに
おお
鉢鉢
がが
回回
っっ
てて
きき
まま
すす
。。

特特
にに
草草
刈刈
りり
がが
大大
変変
でで
平平
場場
のの
五五
丁丁
部部
よよ

りり
山山
地地
のの
二二
丁丁
部部
のの
方方
がが
大大
変変
でで
すす
がが
、、
体体

力力
づづ
くく
りり
とと
思思
いい
頑頑
張張
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

地地
域域
のの
役役
員員
はは
公公

民民
館館
のの
副副
分分
館館
長長
、、

おお
寺寺
のの
檀檀
家家
総総
代代
、、

神神
社社
のの
総総
代代
等等
をを
務務

めめ
てて
いい
まま
すす
。。 

保保
育育
園園
ババ
スス
のの
送送

迎迎
でで
はは
、、
園園
児児
とと
のの

会会
話話
等等
、、
とと
てて
もも
新新

鮮鮮
でで
若若
返返
るる
ここ
とと
がが

でで
きき
まま
すす
。。「「
おお
じじ
いい

ちち
ゃゃ
んん
のの
髪髪
のの
毛毛
伸伸

びび
たた
ねね
」」
、、
「「
おお
ヒヒ
ゲゲ

伸伸
ばば
すす
のの
？？
」」
とと
かか

言言
わわ
れれ
、、

長寿で健康
生き生きコーナー！

歳
「
長
寿
の
お
祝
い
」

今
年
度
の
「
長
寿
の
お
祝
い
」
は
、
２
０
２
４
年
４
月
１

日
か
ら
２
０
２
５
年
３
月

日
ま
で
の
間
に

歳
を
迎

え
ら
れ
る
会
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
の
ご
労
苦
に

対
し
４
月

日
の
郵
政
記
念
日
に
合
わ
せ
、
Ｊ
Ｐ
労
組
中

央
本
部
か
ら
記
念
品
が
右
記
の
会
員
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

佐佐渡渡支支部部退退職職者者のの会会 会会長長

【【 渡渡辺辺 典典雄雄ささんん（（ 歳歳））】】

【竹内連協事務局長進行】 【福井連協議長あいさつ】

第３回連協幹事会・支部事務局長等合同会議第３回連協幹事会・支部事務局長等合同会議第３回連協幹事会・支部事務局長等合同会議

現退の支部役員による個別打合せ

会会
員員
のの
高高
齢齢
化化
とと
組組
織織
のの
減減
少少
がが
続続
くく
「「
新新
潟潟
連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
」」
。。

いい
まま
最最
大大
のの
課課
題題
はは
、、
会会
員員
をを
増増
やや
すす
ここ
とと
にに
ああ
るる
。。
３３
月月
３３
日日
（（
日日
））
、、

「「
まま
ちち
なな
かか
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
長長
岡岡
」」
にに
てて
、、
第第
３３
回回
新新
潟潟
連連
協協
幹幹
事事
会会
とと

支支
部部
事事
務務
局局
長長
にに
よよ
るる
合合
同同
会会
議議
がが
開開
催催
ささ
れれ
たた
。。
ここ
のの
会会
議議
のの
中中

でで
、、
３３
月月
末末
退退
職職
時時
のの
会会
員員
拡拡
大大
にに
向向
けけ
たた
具具
体体
的的
なな
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ

いい
てて
方方
針針
がが
確確
認認
ささ
れれ
たた
。。 

 

午午
後後
かか
らら
はは
、、
「「
ホホ
テテ
ルル
ニニ
ュュ
ーー
オオ
ーー
タタ
ニニ
長長
岡岡
」」
にに
移移
動動
しし
、、
ＪＪ
ＰＰ

労労
組組
信信
越越
地地
本本
主主
催催
のの
「「
支支
部部
とと
退退
職職
者者
のの
会会
とと
のの
打打
合合
せせ
会会
議議
」」
がが
行行

わわ
れれ
たた
。。
ここ
のの
会会
議議
はは
例例
年年
、、
３３
月月
末末
退退
職職
等等
にに
合合
わわ
せせ
会会
員員
拡拡
大大
をを
目目

的的
にに
取取
りり
組組
まま
れれ
てて
いい
るる
がが
、、
今今
年年
はは
協協
力力
会会
員員
にに
関関
すす
るる
規規
約約
がが
変変

わわ
っっ
たた
ここ
とと
かか
らら
現現
退退
にに
よよ
るる
認認
識識
合合
わわ
せせ
がが
よよ
りり
重重
要要
とと
なな
るる
。。 

会会
議議
はは
竹竹
内内
連連
協協
事事
務務
局局
長長
のの
進進
行行
とと
趣趣
旨旨
説説
明明
にに
よよ
りり
、、
福福
井井
連連

協協
議議
長長
、、
山山
田田
会会
長長
ああ
いい
ささ
つつ
のの
後後
、、
支支
部部
ごご
とと
にに
分分
散散
しし
個個
別別
のの
打打
合合

せせ
をを
行行
っっ
たた
。。
最最
後後
はは
関関
川川
連連
協協
副副
議議
長長
のの
まま
とと
めめ
にに
よよ
りり
会会
員員
拡拡
大大

のの
当当
面面
すす
るる
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて
意意
識識
統統
一一
がが
はは
かか
らら
れれ
たた
。。 

【【
山山
田田
会会
長長
ああ
いい
ささ
つつ
要要
旨旨
】】 

 

はは
じじ
めめ
にに
１１
月月
１１３３

日日
にに
開開

催催
しし
たた
政政
治治
学学
習習
会会
はは
多多
くく
のの

会会
員員
とと
現現
役役
連連
協協
・・
支支
部部
役役
員員

のの
参参
加加
にに
よよ
りり
開開
催催
でで
きき
好好
評評

でで
ああ
っっ
たた
。。
感感
謝謝
申申
しし
上上
げげ
るる
。。 

一一
．．
能能
登登
半半
島島
地地
震震
のの
被被
災災
はは
新新

潟潟
県県
内内
でで
もも
甚甚
大大
でで
ああ
っっ
たた

がが
、、
石石
川川
県県
とと
新新
潟潟
県県
でで
住住
宅宅

支支
援援
・・
救救
済済
等等
にに
格格
差差
がが
ああ
るる

ここ
とと
はは
不不
満満
でで
ああ
りり
、、
疑疑
問問
がが

ああ
るる
。。
新新
潟潟
県県
知知
事事
もも
同同
じじ
認認

識識
をを
持持
っっ
てて
おお
りり
、、
支支
持持
協協
力力

関関
係係
にに
ああ
るる
国国
会会
議議
員員
なな
どど
をを

通通
じじ
てて
政政
府府
にに
格格
差差
解解
消消
をを
求求

めめ
てて
いい
きき
たた
いい
。。 

二二
．．
政政
治治
情情
勢勢
はは
自自
民民
党党
のの
派派
閥閥

パパ
ーー
テテ
ィィ
裏裏
金金
問問
題題
でで
混混
沌沌
とと

しし
てて
おお
りり
、、
衆衆
議議
院院
解解
散散
総総
選選

挙挙
はは
全全
くく
見見
通通
せせ
てて
いい
なな
いい

がが
、、
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
新新
潟潟
連連
協協
のの
支支

部部
退退
職職
者者
のの
会会
はは
各各
選選
挙挙
区区
でで

運運
動動
のの
中中
核核
をを
担担
っっ
てて
おお
りり
、、

引引
きき
続続
きき
のの
ごご
尽尽
力力
をを
おお
願願
いい

すす
るる
。。
まま
たた
、、
第第
２２７７
回回
参参
議議
院院 

 

「「
小小
沢沢
まま
ささ
ひひ
とと
」」
選選
挙挙
のの
集集
票票

活活
動動
がが
はは
じじ
まま
るる
がが
連連
協協
退退
職職

者者
のの
会会
でで
はは
１１
人人
３３
票票
のの
集集
票票

はは
心心
配配
しし
てて
いい
なな
いい
。。
後後
援援
会会

加加
入入
カカ
ーー
ドド
のの
集集
約約
をを
早早
急急
にに

完完
了了
ささ
せせ
、、
そそ
のの
後後
加加
入入
者者
をを

固固
めめ
るる
確確
票票
行行
動動
にに
注注
力力
しし
てて

いい
きき
たた
いい
。。 

三三
．．
本本
日日
会会
議議
のの
主主
題題
でで
ああ
るる
退退

職職
者者
のの
会会
へへ
のの
会会
員員
拡拡
大大
のの
取取

りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて
現現
役役
のの
支支
部部

長長
・・
書書
記記
長長
とと
十十
分分
にに
意意
識識
統統

一一
をを
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。
併併
せせ
てて
、、
協協

力力
会会
員員
はは
前前
年年
のの
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
全全

国国
大大
会会
以以
降降
、、
規規
約約
がが
変変
更更
ささ

れれ
対対
応応
がが
変変
わわ
っっ
たた
ここ
とと
かか
らら

認認
識識
のの
齟齟
齬齬
なな
くく
、、
対対
象象
者者
のの

漏漏
れれ
がが
なな
いい
よよ
うう
意意
思思
疎疎
通通
をを

はは
かか
っっ
てて
いい
たた
だだ
きき
たた
いい
。。 

本本
日日
はは
多多
くく
のの
議議
題題
がが
ああ

りり
、、
午午
後後
かか
らら
はは
現現
役役
とと
のの
打打

ちち
合合
わわ
せせ
会会
もも
開開
催催
ささ
れれ
るる
。。

長長
時時
間間
とと
なな
るる
がが
、、
最最
後後
まま
でで

宜宜
しし
くく
おお
願願
いい
しし
たた
いい
。。 

  

この人は俺が声を

掛けま～す ☺☺

これは、おめが行か

んばだめらろぅ‼‼

（5）第 39 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 4 月 1 日 （2）第 39 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 4 月 1 日



 
 

                   

支支　部部 被被災災報報告告数数 カカンンパパ金金（（円円））

新新　潟潟

佐佐　渡渡

下下　越越

新新　津津

西西蒲蒲原原

三三　条条

中中　越越

魚魚　沼沼

上上　越越

計計

ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
信信
越越
地地
方方
本本
部部
主主
催催
のの
２２
００
２２

３３
年年
度度
後後
期期
支支
部部
共共
済済
担担
当当
者者
会会
議議
がが
千千
曲曲

市市
「「
清清
風風
園園
」」
にに
おお
いい
てて
、、
２２
月月
１１６６
日日
（（
金金
））

～～
１１７７
日日
（（
土土
））
にに
開開
催催
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

地地
方方
本本
部部
役役
員員
及及
びび
支支
部部
役役
員員
、、
退退
職職
者者
のの

会会
よよ
りり
総総
勢勢
６６８８
名名
規規
模模
でで
開開
催催
ささ
れれ
、、
新新
潟潟

連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
かか
らら
はは
西西
済済
幹幹
事事
とと
中中
田田

幹幹
事事
がが
参参
加加
しし
まま
しし
たた
。。

塚塚
野野
地地
本本
共共
済済
運運
営営
委委
員員
長長
のの
冒冒
頭頭
のの
ああ

いい
ささ
つつ
、、
及及
びび
㈱㈱
郵郵
愛愛
・・
坂坂
根根
常常
務務
理理
事事
とと
ここ

くく
みみ
んん
共共
済済

高高
山山
氏氏
かか
らら
商商
品品
説説
明明
とと

ごご
ああ
いい
ささ
つつ
をを
受受
けけ
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
後後
、、
綿綿
貫貫

共共
済済
事事
務務
局局
長長
かか
らら
ＪＪ
ＰＰ
５５
００
ププ
ララ
ンン
のの
推推

進進
にに
向向
けけ
各各
支支
部部
全全
力力
をを
ああ
げげ
てて
取取
りり
組組
んん

だだ
結結
果果
、、
年年
間間
目目
標標
のの
達達
成成
がが
可可
能能
とと
なな
っっ
たた

ここ
とと
へへ
のの
御御
礼礼
とと
後後
期期
のの
重重
点点
課課
題題
にに
つつ
いい

てて
説説
明明
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。

後後
期期
のの
取取
りり
組組
みみ

はは
、、
４４
月月
末末
まま
でで
にに

「「
ＪＪ
ＰＰ
５５
００
ププ
ララ
ンン
」」

のの
全全
支支
部部
目目
標標
のの
必必

達達
、、
及及
びび
火火
災災
自自
然然
災災

害害
共共
済済
とと
ママ
イイ
ガガ
ーー

ドド
のの
制制
度度
改改
正正
のの
組組

合合
員員
へへ
のの
周周
知知
徹徹
底底

にに
つつ
いい
てて
意意
識識
統統
一一

をを
はは
かか
りり
まま
しし
たた
。。

会会
議議
後後
はは
全全
体体
でで

懇懇
親親
交交
流流
会会
をを
行行
いい

和和
気気
ああ
いい
ああ
いい
のの
中中

後後
期期
活活
動動
にに
向向
けけ
てて

英英
気気
をを
養養
いい
まま
しし
たた
。。

【【
山山
田田
会会
長長
御御
礼礼
文文
】】

本本
年年
元元
日日
にに
発発
生生
しし
たた
石石
川川
県県
能能
登登
半半
島島

をを
震震
源源
とと
すす
るる
大大
規規
模模
地地
震震
はは
、、
日日
本本
がが
自自
然然

災災
害害
大大
国国
でで
ああ
るる
ここ
とと
をを
改改
めめ
てて
認認
識識
せせ
ざざ

るる
をを
得得
なな
いい
ほほ
どど
、、
甚甚
大大
なな
爪爪
痕痕
をを
残残
しし
まま
しし

たた
。。 おお

亡亡
くく
なな
りり
にに
なな
らら
れれ
たた
方方
にに
哀哀
悼悼
のの
意意

をを
表表
すす
とと
とと
もも
にに
、、
被被
災災
ささ
れれ
たた
皆皆
ささ
まま
にに
衷衷

心心
よよ
りり
おお
見見
舞舞
いい
をを
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。 

能能
登登
地地
方方
でで
もも
人人
口口
減減
少少
やや
高高
齢齢
化化
なな
どど

大大
変変
厳厳
しし
いい
環環
境境
下下
にに
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
一一
刻刻
一一

日日
もも
早早
いい
復復
旧旧
・・
復復
興興
をを
おお
祈祈
りり
申申
しし
上上
げげ
るる

次次
第第
でで
すす
。。 

まま
たた
、、
新新
潟潟
連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
でで
はは
幸幸
いい
人人

的的
被被
害害
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
がが
、、
多多
くく
のの
会会

員員
のの
家家
屋屋
がが
被被
害害
にに
見見
舞舞
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

元元
日日
早早
々々
のの
大大
変変
厳厳
しし
いい
状状
況況
のの
中中
、、
短短
期期

間間
でで
しし
たた
がが
各各
支支
部部
かか
らら
取取
りり
組組
んん
でで
いい
たた

だだ
いい
たた
会会
員員
のの
被被
災災
状状
況況
のの
確確
認認
、、
並並
びび
にに
カカ

ンン
パパ
活活
動動
にに
つつ
いい
てて
下下
記記
のの
通通
りり
集集
約約
しし
まま

しし
たた
。。 

支支
部部
幹幹
事事
会会
をを
はは
じじ
めめ
関関
係係
各各
位位
のの
ごご
理理

解解
とと
ごご
協協
力力
にに
深深
くく
感感
謝謝
いい
たた
しし
まま
すす
。。 

ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。 

                 

ＪＪＪＪＪＪＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ労労労労労労労労労労労労労労労労労労労組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地方方方方方方方方方方方方方方本本本本本本本本本本本本本本本本部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

【【報報告告・・提提案案：：綿綿貫貫事事務務局局長長】】 
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（4）第 39 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 4 月 1 日

ＪＰ労組退職者の会 「全国３０００人アンケート」新潟連協の集約結果

ＪＰ労組退職者の会では、２０２３年９月～１１月にかけて、「全国３０００人アンケート」を実施しまし

た。新潟連協は１９２人目標で取り組みましたが、各支部のご尽力により２２４人（男性 ： １８７人

（ ％）、女性 ： ３７人（ ％））を集約できました。ご協力いただいた皆さまに感謝申し上げます。

アンケートの趣旨は、（１）会員の将来への生活不安や経済的な不安などの現状を把握し、退職者

連合への意見反映や実現に向けての連携強化や政治改革につなげていくこと、（２）調査結果を退

職者の会活動に活かしていくことを目的としたものです。革案への意見反映や実現に向けての連

※老後の不安の問いでは「健康と経済的」が突出しており、病気予防に心がけていることはバランスの良い食事や適

度な運動、十分な休養と睡眠、定期健康診断受診が多くあげられた。また、健康維持のため体操やウォーキング、趣

味や散歩の参加など８割以上が健康面で留意されている。経済面では生活が苦しいや多少心配、貯金を取り崩して

いるなど７割近い方が不安を持っている。

※ＪＰ労組退職者の会や退職者連合への理解度及び活動の参加、並びに機関紙・情報紙についても読まれているこ

とが確認できる。支持政党は「立憲民主党」が８割以上で圧倒的な支持率であり、政権交代の期待も窺い知れる。

（10） 貴方は介護保険制度をどう評価していますか？ 回答数 占有率

① 大いに評価している
② 多多少少はは評評価価ししてていいるる
③ あまり評価していない
④ まったく評価していない
⑤ わからない
⑥ その他

（13） 退職者連合活動のご理解（複） 回答数 占有率

① 退退職職者者連連合合のの活活動動はは理理解解ししてていいるる
② 退職者連合の活動に参加したことがある
③ 退職者連合の活動内容等は知らない

④
社会問題の〈低所得高齢単身女性の貧困問題〉を知ってい
る

⑤ その他
（14） 貴方が支持する政党はどこですか? 回答数 占有率

① 自民党
② 立立憲憲民民主主党党
③ 公明党
④ 日本維新の会
⑤ 国民民主党
⑥ 日本共産党
⑦ れいわ新選組
⑧ 社民党
⑨ その他

（15）
貴方は退職者の会の活動(親睦と交流、会議等)に参加して
いますか

回答数 占有率

① 参参加加ししてていいるる
② ときどき参加している
③ 参加していない

（16）
貴方は退職者の会の各機関が発行する情報紙等をお読み
になっていますか

回答数 占有率

① 読読んんででいいるる
② 読んでいない

（17） 貴方は退職者の会の諸活動に満足していますか 回答数 占有率

① 満満足足ししてていいるる
② ある程度満足している
③ 満足していない

（１） 貴方にとって老後の一番の不安は何ですか？（複） 回答数 占有率

① 健健康康がが不不安安
② 一人住まい不安
③ 経済的な不安
④ 不安はない
⑤ その他

（４） 貴方の経済的な暮らし向きはどうですか？（複） 回答数 占有率

① ゆとりがなく生活が苦しい
② ゆゆととりりががなないいがが多多少少心心配配ししてていいるる
③ それほど心配していない
④ ゆとりがあるので困っていない
⑤ パートで働いている
⑥ 貯金を取り崩している
⑦ その他

（７） 貴方は病気予防に特に心掛けていることは何ですが？（複） 回答数 占有率

① ババラランンススのの良良いい食食事事
② 適度の運動
③ 十分な休養と睡眠
④ 市町村の定期健康診断
⑤ 身の回りのことを自分で行う
⑥ 特にない

（８） 貴方は、病院にどの程度通院していますか？ 回答数 占有率

① １～２週間に１回程度
② １１カカ月月にに１１回回程程度度
③ ２カ月に１回程度
④ ３カ月に１回程度
⑤ 通院なし

（９） 貴方は健康維持のために何か取り組んでいますか？（複） 回答数 占有率

① 体体操操ややウウオオーーキキンンググ
② フィットネスクラブ等に通う
③ 町内会の健康行事に参加
④ 趣味や散歩の参加
⑤ その他
⑥ 特にしていない



園園
児児
はは
大大
人人
とと
違違
っっ
てて
素素
直直
でで
すす
かか
らら

私私
にに
とと
っっ
てて
、、
送送
迎迎
のの
時時
間間
帯帯
はは
楽楽
しし
いい

ひひ
とと
時時
でで
もも
ああ
りり
まま
すす
。。

冬冬
季季
間間
のの
スス
キキ
ーー
でで
はは
、、
火火
・・
水水
・・
木木
・・

金金
曜曜
日日
はは
、、
小小
中中
学学
生生
のの
イイ
ンン
スス
トト
ララ
クク

タタ
ーー
とと
しし
てて
、、
まま
たた
、、
土土
日日
はは
、、
スス
タタ
ッッ

フフ
とと
しし
てて
勤勤
めめ
てて
いい
まま
すす
。。
指指
導導
しし
たた
生生

徒徒
かか
らら
もも
らら
うう
おお
礼礼
状状
をを
見見
るる
度度
、、
体体
力力

でで
子子
供供
たた
ちち
にに
負負
けけ
なな
いい
よよ
うう
奮奮
起起
しし

てて
いい
まま
すす
。。

ここ
んん
なな
多多
忙忙
なな
私私
でで
すす
がが
、、
最最
大大
のの
趣趣

味味
はは
ツツ
ーー
リリ
ンン
ググ
でで
すす
。。
２２
００
１１
７７
年年

（（
北北
海海
道道

日日
間間
））
、、
２２
００
１１
８８
年年
（（
四四

国国
八八
十十
八八
ヵヵ
所所
巡巡
りり

日日
間間
））
、、
２２
００
１１

９９
年年
（（
北北
海海
道道

日日
間間
））
、、
そそ
のの
後後
、、
予予

定定
しし
てて
いい
たた
地地
方方
はは
ココ
ロロ
ナナ
のの
影影
響響
でで

す
べ
てて
ボボ
ツツ
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。

今
はは
ツツ
ーー
リリ
ンン
ググ
がが
でで
きき
なな
いい
期期
間間

の
ス
トト
レレ
スス
もも
溜溜
まま
りり
限限
界界
にに
近近
づづ
いい

て
い
まま
すす
。。
愛愛
車車
のの
「「
ＧＧ
ＬＬ

（（

の
二
輪輪
ババ
イイ
クク
））」」
もも
泣泣
いい
てて
いい
るる
のの
でで
、、

今
年
ここ
そそ
はは
、、
何何
がが
何何
でで
もも
出出
かか
けけ
るる
決決

意
を
固固
めめ
てて
いい
まま
すす
。。

ツ
ーー
リリ
ンン
ググ
がが
私私
にに
とと
っっ
てて
はは
、、
農農
業業

は
別
とと
しし
てて
、、
どど
んん
なな
会会
議議
よよ
りり
もも
優優
先先

す
べ
きき
行行
事事
でで
すす
。。
夢夢
はは
死死
ぬぬ
まま
でで
にに
ババ

イ
ク
でで
日日
本本
全全
国国
制制
覇覇
をを
成成
しし
遂遂
げげ
るる

こ
と
でで
すす
。

昨昨
年年
４４
月月
にに
山山
本本
前前
会会
長長
かか
らら
ババ
トト
ンン

をを
引引
きき
継継
ぎぎ
、、
佐佐
渡渡
支支
部部
退退
職職
者者
のの
会会
のの
会会

長長
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。
現現
在在
、、
携携
わわ
っっ
てて
いい
るる

仕仕
事事
をを
紹紹
介介
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
くく
とと
、、
まま
ずず
、、

農農
業業
をを
中中
心心
にに
地地
域域
のの
役役
員員
、、
保保
育育
園園
ババ
スス

のの
送送
迎迎
運運
転転
手手
、、
冬冬
はは
スス
キキ
ーー
場場
のの
イイ
ンン
スス

トト
ララ
クク
タタ
ーー
なな
どど
、、
郵郵
便便
局局
にに
勤勤
務務
しし
てて
いい

たた
現現
役役
のの
頃頃
よよ
りり
忙忙
しし
いい
毎毎
日日
をを
過過
ごご
しし

てて
いい
まま
すす
。。 

農農
業業
はは
高高
齢齢
化化
にに
よよ
りり
作作
業業
環環
境境
のの
良良

いい
田田
圃圃
はは
やや
るる
人人
もも
いい
まま
すす
がが
、、
条条
件件
のの
悪悪

いい
田田
圃圃
はは
、、
私私
にに
おお
鉢鉢
がが
回回
っっ
てて
きき
まま
すす
。。

特特
にに
草草
刈刈
りり
がが
大大
変変
でで
平平
場場
のの
五五
丁丁
部部
よよ

りり
山山
地地
のの
二二
丁丁
部部
のの
方方
がが
大大
変変
でで
すす
がが
、、
体体

力力
づづ
くく
りり
とと
思思
いい
頑頑
張張
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

地地
域域
のの
役役
員員
はは
公公

民
館
の
副
分
館
長
、、

お
寺
の
檀
家
総
代
、

神
社
の
総
代
等
を
務

め
て
い
ま
す
。

保
育
園
バ
ス
の
送

迎
で
は
、
園
児
と
の

会
話
等
、
と
て
も
新

鮮
で
若
返
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
髪
の
毛
伸

び
た
ね
」
、
「
お
ヒ
ゲ

伸
ば
す
の
？
」
と
か

言言
わわ
れれ
、、

長寿で健康
生き生きコーナー！

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～

歳
「
長
寿
の
お
祝
い
」

今
年
度
の
「
長
寿
の
お
祝
い
」
は
、
２
０
２
４
年
４
月
１

日
か
ら
２
０
２
５
年
３
月

日
ま
で
の
間
に

歳
を
迎

え
ら
れ
る
会
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
の
ご
労
苦
に

対
し
４
月

日
の
郵
政
記
念
日
に
合
わ
せ
、
Ｊ
Ｐ
労
組
中

央
本
部
か
ら
記
念
品
が
右
記
の
会
員
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

す
べ今

の
ス

て
い

の
二

今
年

意
をツ

は
別

す
べ

イ
ク

こ
と

民
館
の
副
分
館
長

お
寺
の
檀
家
総
代
、

神
社
の
総
代
等
を
務

め
て
い
ま
す
。

保
育
園
バ
ス
の
送

迎
で
は
、
園
児
と
の

会
話
等
、
と
て
も
新

鮮
で
若
返
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
髪
の
毛
伸

び
た
ね
」
、
「
お
ヒ
ゲ

伸
ば
す
の
？
」
と
か

佐佐渡渡支支部部退退職職者者のの会会 会会長長

【【 渡渡辺辺 典典雄雄ささんん（（ 歳歳））】】

【竹内連協事務局長進行】 【福井連協議長あいさつ】

現退の支部役員による個別打合せ

会会
員員
のの
高高
齢齢
化化
とと
組組
織織
のの
減減
少少
がが
続続
くく
「「
新新
潟潟
連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
」」
。。

いい
まま
最最
大大
のの
課課
題題
はは
、、
会会
員員
をを
増増
やや
すす
ここ
とと
にに
ああ
るる
。。
３３
月月
３３
日日
（（
日日
））
、、

「「
まま
ちち
なな
かか
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
長長
岡岡
」」
にに
てて
、、
第第
３３
回回
新新
潟潟
連連
協協
幹幹
事事
会会
とと

支支
部部
事事
務務
局局
長長
にに
よよ
るる
合合
同同
会会
議議
がが
開開
催催
ささ
れれ
たた
。。
ここ
のの
会会
議議
のの
中中

でで
、、
３３
月月
末末
退退
職職
時時
のの
会会
員員
拡拡
大大
にに
向向
けけ
たた
具具
体体
的的
なな
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ

いい
てて
方方
針針
がが
確確
認認
ささ
れれ
たた
。。 

 

午午
後後
かか
らら
はは
、、
「「
ホホ
テテ
ルル
ニニ
ュュ
ーー
オオ
ーー
タタ
ニニ
長長
岡岡
」」
にに
移移
動動
しし
、、
ＪＪ
ＰＰ

労労
組組
信信
越越
地地
本本
主主
催催
のの
「「
支支
部部
とと
退退
職職
者者
のの
会会
とと
のの
打打
合合
せせ
会会
議議
」」
がが
行行

わわ
れれ
たた
。。
ここ
のの
会会
議議
はは
例例
年年
、、
３３
月月
末末
退退
職職
等等
にに
合合
わわ
せせ
会会
員員
拡拡
大大
をを
目目

的的
にに
取取
りり
組組
まま
れれ
てて
いい
るる
がが
、、
今今
年年
はは
協協
力力
会会
員員
にに
関関
すす
るる
規規
約約
がが
変変

わわ
っっ
たた
ここ
とと
かか
らら
現現
退退
にに
よよ
るる
認認
識識
合合
わわ
せせ
がが
よよ
りり
重重
要要
とと
なな
るる
。。 

会会
議議
はは
竹竹
内内
連連
協協
事事
務務
局局
長長
のの
進進
行行
とと
趣趣
旨旨
説説
明明
にに
よよ
りり
、、
福福
井井
連連

協協
議議
長長
、、
山山
田田
会会
長長
ああ
いい
ささ
つつ
のの
後後
、、
支支
部部
ごご
とと
にに
分分
散散
しし
個個
別別
のの
打打
合合

せせ
をを
行行
っっ
たた
。。
最最
後後
はは
関関
川川
連連
協協
副副
議議
長長
のの
まま
とと
めめ
にに
よよ
りり
会会
員員
拡拡
大大

のの
当当
面面
すす
るる
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて
意意
識識
統統
一一
がが
はは
かか
らら
れれ
たた
。。 

【【
山山
田田
会会
長長
ああ
いい
ささ
つつ
要要
旨旨
】】 

 

はは
じじ
めめ
にに
１１
月月
１１３３

日日
にに
開開

催催
しし
たた
政政
治治
学学
習習
会会
はは
多多
くく
のの

会会
員員
とと
現現
役役
連連
協協
・・
支支
部部
役役
員員

のの
参参
加加
にに
よよ
りり
開開
催催
でで
きき
好好
評評

でで
ああ
っっ
たた
。。
感感
謝謝
申申
しし
上上
げげ
るる
。。 

一一
．．
能能
登登
半半
島島
地地
震震
のの
被被
災災
はは
新新

潟潟
県県
内内
でで
もも
甚甚
大大
でで
ああ
っっ
たた

がが
、、
石石
川川
県県
とと
新新
潟潟
県県
でで
住住
宅宅

支支
援援
・・
救救
済済
等等
にに
格格
差差
がが
ああ
るる

ここ
とと
はは
不不
満満
でで
ああ
りり
、、
疑疑
問問
がが

ああ
るる
。。
新新
潟潟
県県
知知
事事
もも
同同
じじ
認認

識識
をを
持持
っっ
てて
おお
りり
、、
支支
持持
協協
力力

関関
係係
にに
ああ
るる
国国
会会
議議
員員
なな
どど
をを

通通
じじ
てて
政政
府府
にに
格格
差差
解解
消消
をを
求求

めめ
てて
いい
きき
たた
いい
。。 

二二
．．
政政
治治
情情
勢勢
はは
自自
民民
党党
のの
派派
閥閥

パパ
ーー
テテ
ィィ
裏裏
金金
問問
題題
でで
混混
沌沌
とと

しし
てて
おお
りり
、、
衆衆
議議
院院
解解
散散
総総
選選

挙挙
はは
全全
くく
見見
通通
せせ
てて
いい
なな
いい

がが
、、
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
新新
潟潟
連連
協協
のの
支支

部部
退退
職職
者者
のの
会会
はは
各各
選選
挙挙
区区
でで

運運
動動
のの
中中
核核
をを
担担
っっ
てて
おお
りり
、、

引引
きき
続続
きき
のの
ごご
尽尽
力力
をを
おお
願願
いい

すす
るる
。。
まま
たた
、、
第第
２２７７
回回
参参
議議
院院 

 

「「
小小
沢沢
まま
ささ
ひひ
とと
」」
選選
挙挙
のの
集集
票票

活活
動動
がが
はは
じじ
まま
るる
がが
連連
協協
退退
職職

者者
のの
会会
でで
はは
１１
人人
３３
票票
のの
集集
票票

はは
心心
配配
しし
てて
いい
なな
いい
。。
後後
援援
会会

加加
入入
カカ
ーー
ドド
のの
集集
約約
をを
早早
急急
にに

完完
了了
ささ
せせ
、、
そそ
のの
後後
加加
入入
者者
をを

固固
めめ
るる
確確
票票
行行
動動
にに
注注
力力
しし
てて

いい
きき
たた
いい
。。 

三三
．．
本本
日日
会会
議議
のの
主主
題題
でで
ああ
るる
退退

職職
者者
のの
会会
へへ
のの
会会
員員
拡拡
大大
のの
取取

りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて
現現
役役
のの
支支
部部

長長
・・
書書
記記
長長
とと
十十
分分
にに
意意
識識
統統

一一
をを
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。
併併
せせ
てて
、、
協協

力力
会会
員員
はは
前前
年年
のの
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
全全

国国
大大
会会
以以
降降
、、
規規
約約
がが
変変
更更
ささ

れれ
対対
応応
がが
変変
わわ
っっ
たた
ここ
とと
かか
らら

認認
識識
のの
齟齟
齬齬
なな
くく
、、
対対
象象
者者
のの

漏漏
れれ
がが
なな
いい
よよ
うう
意意
思思
疎疎
通通
をを

はは
かか
っっ
てて
いい
たた
だだ
きき
たた
いい
。。 

本本
日日
はは
多多
くく
のの
議議
題題
がが
ああ

りり
、、
午午
後後
かか
らら
はは
現現
役役
とと
のの
打打

ちち
合合
わわ
せせ
会会
もも
開開
催催
ささ
れれ
るる
。。

長長
時時
間間
とと
なな
るる
がが
、、
最最
後後
まま
でで

宜宜
しし
くく
おお
願願
いい
しし
たた
いい
。。 

  

この人は俺が声を

掛けま～す ☺☺

これは、おめが行か

んばだめらろぅ‼‼

（5）第 39 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 4 月 1 日 （2）第 39 号 ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」 2024 年 4 月 1 日



１１
月月
１１３３
日日
（（
土土
））
、、
新新
潟潟
市市
万万

代代
シシ
ルル
ババ
ーー
ホホ
テテ
ルル
にに
おお
いい
てて

現現
役役
のの
新新
潟潟
連連
協協
支支
部部
四四
役役
５５７７

名名
、、
並並
びび
にに
新新
潟潟
連連
協協
退退
職職
者者
のの

会会
３３２２
名名
、、
合合
計計
８８９９
名名
のの
参参
加加
にに

よよ
りり
「「
みみ
らら
いい
研研
合合
同同
政政
治治
学学
習習

会会
」」
をを
開開
催催
しし
まま
しし
たた
。。

冒冒
頭頭
、、
新新
潟潟
連連
協協
福福
井井
議議
長長
のの

ああ
いい
ささ
つつ
のの
後後
、、
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
組組
織織

内内
柴柴
慎慎
一一
参参
議議
院院
議議
員員
かか
らら
新新

潟潟
連連
協協
のの
先先
輩輩
方方
へへ
参参
議議
院院
選選

挙挙
のの
御御
礼礼
がが
ああ
っっ
たた
後後
、、
◉◉
自自
民民

党党
にに
よよ
るる
裏裏
金金
問問
題題
◉◉
２２
００
２２

４４
春春
闘闘
をを
取取
りり
まま
くく
情情
勢勢
◉◉
郵郵

政政
事事
業業
のの
現現
状状
とと
今今
後後
のの
課課
題題

等等
にに
つつ
いい
てて
国国
政政
報報
告告
をを
受受
けけ

まま
しし
たた
。。

続続
いい
てて
、、
新新
潟潟
連連
協協
退退
職職
者者
のの

会会
山山
田田
会会
長長
かか
らら
講講
師師
紹紹
介介
とと

学学
習習
会会
開開
催催
のの
経経
緯緯
のの
説説
明明
をを

含含
めめ
たた
ああ
いい
ささ
つつ
がが
ああ
りり
、、
そそ
のの

後後
、、
中中
央央
労労
福福
協協
山山
本本
講講
師師
にに
よよ

るる
政政
治治
学学
習習
のの
講講
演演
をを
約約
８８００
分分

間間
にに
わわ
たた
りり
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。

テテ
ーー
ママ
はは
「「
ルル
ビビ
ココ
ンン
川川
をを
渡渡

りり
切切
らら
なな
いい
たた
めめ
にに
！！
～～
我我
々々

はは
どど
うう
いい
うう
時時
代代
をを
生生
きき
てて
いい

るる
のの
かか
／／
ここ
のの
国国
はは
独独
立立
国国

かか
？？
「「
異異
形形
のの
国国
」」
日日
本本
、、
歴歴
史史

にに
学学
ぼぼ
うう
～～
」」
とと
いい
うう
戦戦
後後
かか
らら

現現
在在
にに
至至
るる
世世
界界
情情
勢勢
、、
並並
びび
にに

【【山山田田会会長長ああいいささつつ】】

【【政政治治学学習習会会：：中中央央労労福福協協山山本本講講師師】】【【国国政政報報告告：：柴柴参参議議院院議議員員】】

現現
状状
のの
日日
本本
のの
軍軍
備備
状状
況況
なな
どど

をを
俯俯
瞰瞰
しし
たた
内内
容容
でで
しし
たた
。。

終終
了了
後後
のの
アア
ンン
ケケ
ーー
トト
調調
査査

でで
はは
（（
１１
））
講講
演演
内内
容容
のの
どど
のの
課課

題題
にに
興興
味味
やや
関関
心心
をを
持持
ちち
まま
しし

たた
かか
、、
にに
つつ
いい
てて
はは
「「
・・
大大
変変
にに

興興
味味
深深
いい
講講
演演
内内
容容
でで
ああ
りり
、、
今今

後後
日日
本本
のの
平平
和和
のの
ああ
りり
方方
にに
つつ

いい
てて
関関
心心
をを
もも
っっ
たた
。。
・・
自自
分分
でで

もも
色色
々々
調調
べべ
てて
いい
きき
たた
いい
。。

・・
平平
和和
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
るる
時時
間間

とと
なな
っっ
たた
。。
・・
戦戦
争争
をを
知知
らら
なな
いい

世世
代代
にに
伝伝
ええ
てて
いい
かか
なな
けけ
れれ
ばば

なな
らら
なな
いい
とと
思思
っっ
たた
。。
」」

（（
２２
））
講講
演演
内内
容容
やや
運運
営営
なな

どど
全全
体体
のの
意意
見見
をを
おお
聞聞
かか
せせ
くく

だだ
ささ
いい
、、
にに
つつ
いい
てて
はは
「「
・・
講講
演演

内内
容容
もも
大大
変変
良良
くく
、、
もも
っっ
とと
頻頻
繁繁

にに
開開
催催
しし
てて
ほほ
しし
いい
。。
・・
講講
演演
時時

間間
がが
不不
足足
しし
てて
いい
たた
のの
でで
はは
。。
」」

なな
どど
概概
ねね
好好
評評
でで
しし
たた
。。

退退
職職
者者
のの
会会
参参
加加
者者
はは
もも
とと

よよ
りり
、、
現現
役役
世世
代代
かか
らら
もも
多多
くく
のの

意意
見見
やや
感感
想想
がが
ああ
りり
、、
軍軍
備備
のの
現現

状状
やや
平平
和和
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
ささ
せせ

らら
れれ
るる
有有
意意
義義
なな
講講
演演
でで
ああ
っっ

たた
とと
受受
けけ
止止
めめ
てて
いい
まま
すす
。。

日日
本本
がが
将将
来来
にに
わわ
たた
りり
、、
「「
ルル

ビビ
ココ
ンン
川川
をを
渡渡
りり
切切
らら
なな
いい
たた

めめ
にに
！！
」」
、、
私私
たた
ちち
がが
今今
なな
すす
べべ

きき
ここ
とと
はは……

考考
ええ
てて
いい
かか
なな
けけ

れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

慶事 月 お名前 支部 月 お名前 支部 ご逝去日

塚 田 達 夫 新潟 水 沢 康 裕 中越 ４日

中 川 久 无 佐渡 難 波 正 春 下越 １１日

阪 井 喜 雄 新津 村 山 政 良 新津 １１日

荒 川 繁 小 林 柾 治 上越 １２日

伊 藤 晋 富 河 村 勝 魚沼 １２日

石 塚 祐 子 田 中 一 利 魚沼 １８日

山 本 敏 昭 佐渡 阿 部 康 中越 ２２日

小 林 和 栄 新津 細 野 健 治 上越 ２３日

長 沢 康 一 中 村 清 上越 ２７日

高 橋 末 男 関 谷 芳 訓 上越 ２８日

今 井 瀧 雄 落 合 省 吾 新津 ３１日

佐 藤 正 敏 稲 葉 正 夫 中越 １日

保 科 正 孝 仲 林 正 之 上越 １０日

星 秀 男 佐 藤 富 士 弥 新津 １２日

片 田 正 一 山 下 正 雄 中越 １２日

溝 口 成 三 栗 原 一 郎 新津 １３日

広 川 栄 一 平 沢 誠 吾 三条 １４日

水 島 広 夫 佐 藤 文 哉 新津 １５日

今 井 亮 敬 星 太 嘉 雄 中越 １６日

渋 谷 喜 美 男 牧 野 貞 五 郎 新潟 １９日

阿 部 誠 一 下越 齋 藤 和 雄 下越 ２４日

金 子 良 雄 中越 渡 辺 信 一 西蒲原 ２４日

番 場 一 男 魚沼 小 林 節 子 新津 ２６日

小 林 正 義 高 橋 和 子 新潟 ４日

丸 山 輝 男 媚 山 政 治 新潟 ５日

西 脇 与 四 郎 新潟 ５日

月 お名前 支部 小 山 昭 二 上越 ２０日

斉 藤 誠 一 上越 山 崎 重 信 上越 ２２日

牧 野 茂 夫 西蒲原

１月 星 野 淳 中越

１２月

1月

２月

新潟

中越

魚沼

上越

三条

新潟

喜喜
　
　
　
寿寿

１２月

上越

１２月

１月

２月

新
規
加
入

おお悔悔ややみみ申申しし上上げげまますす

◆
元
日
の
能
登
半
島
地
震
、

２
日
の
日
航
機
と
海
保
機
の

衝
突
。
自
然
界
の
大
地
震
と

技
術
の
結
集
の
大
事
故
で
幕

が
明

け

た
。
何

時

何
処

で
、

何
が
起
こ
る
か
全
く
予
測
で

き
な
い
こ
と
を
改
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
た
。

◆

一

方
、

自

民

党

の

パ
ー

テ
ィ
券
の
裏
金
に
関
す
る
政

治
倫
理
審
査
会
。
３
月
１
４

日
現
在
、
９
名
の
弁
明
と
質

疑
が
行
わ
れ
た
が
「
知
ら
ぬ

存

ぜ

ぬ
」
、
「

私

は

潔

白
」

な
ど
と
誰
も
が
事
前
に
予
想

で

き

る

ほ

ど

の

茶

番

劇

で

あ
っ
た
。

◆
予
測
も
予
想
も
で
き
な
い

ほ
ど
期
待
が
大
き
く
膨
ら
む

の
が
今
年
の
大
リ
ー
グ
大
谷

翔
平
選
手
。
一
部
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
囁
か
れ
て
い
る
三
冠

王
と
盗
塁
王
と
い
う
途
方
も

な
い
活
躍
も
満
更
、
夢
物
語

で
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

◆
さ
て
、
予
測
す
る
こ
と
で

は
な
く
計
画
を
予
定
通
り
進

め
て
い
く
案
件
。
来
年
夏
に

迫

っ

た

第

２

７

回

参

議

院

「

小

沢

ま

さ

ひ

と
」

選

挙
。

後
援
会
加
入
者
は
会
員
本
人

と
紹
介
者
２
名
で
最
低
３
名
。

喫
緊
に
集
約
し
、
そ
の
上
で

何
度
も
名
前
を
浸
透
さ
せ
、

お
願
い
を
繰
り
返
し
加
入
票

を
固
め
て
い
く
こ
と
。
私
た

ち
の
今
年
か
ら
来
年
に
か
け

て
の
任
務
で
あ
り
、
こ
こ
で

は
当
落
の
予
想
や
予
測
は
通

用
し
な
い
。
地
道
に
愚
直
に

凡
事
を
徹
底
す
る
だ
け
。

雑雑

感感

※※俳俳句句・・短短歌歌・・川川柳柳等等のの「「投投稿稿ココーーナナーー」」はは紙紙面面

のの都都合合上上、、「「夏夏」」号号にに掲掲載載ししまますす。。
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